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今
月
か
ら
は
、
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
「
ミ
ニ
健
康
講
座
」
を
掲
載
し
ま
す
。

初
回
は
、『
コ
ー
ヒ
ー
と
が
ん
予
防
に
つ
い
て
』
で
す
。

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

（
55
）
１
１
１
２

　

秋
田
県
横
手
市
を
含
む
日
本

各
地
域
を
対
象
と
し
た
研
究
の

結
果
か
ら
「
コ
ー
ヒ
ー
を
よ
く
飲

ん
で
い
る
人
で
肝
が
ん
の
発
生

率
が
低
い
（
ほ
ぼ
毎
日
飲
む
人
で

約
半
分
に
低
下
）」
と
い
う
事
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て

そ
う
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
ま

だ
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

コ
ー
ヒ
ー
は
炎
症
を
和
ら
げ
る

作
用
が
あ
り
、
肝
炎
の
進
行
を
防

ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
肝
が
ん
を
予

防
す
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
肝
が
ん
ほ
ど
の
確
実
性

は
な
い
も
の
の
「
女
性
の
大
腸
が

ん
を
予
防
す
る
」
と
い
う
可
能
性

も
同
じ
研
究
で
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
め
ば
こ
れ
ら

の
が
ん
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
し

飲
み
過
ぎ
も
禁
物
で
す
が
、
身
近

に
で
き
る
が
ん
予
防
と
し
て
、
忙

し
い
毎
日
に
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー

ブ
レ
イ
ク
を
取
り
入
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

参
考
資
料
：
独
立
行
政
法
人
国
立
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
予
防
・
検
診
研

究
セ
ン
タ
ー　

予
防
研
究
グ
ル
ー
プ

「
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
発
が
ん
性
・

が
ん
予
防
効
果
の
評
価
と
が
ん
予
防

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
提
言
に
関
す
る
研
究
」

「
多
目
的
コ
ホ
ー
ト
研
究
（JPH

C
 

Study

）」(http://epi.ncc.go.jp)

コーヒー摂取

ほ
ぼ
確
実
に
低
下

肝
が
ん
リ
ス
ク

低
下
の
可
能
性
あ
り

（
女
性
・
結
腸
の
み
）

大
腸
が
ん
リ
ス
ク

日程 受付時間 会場

5 日（火）

10：00 ～ 13：00

健康管理センター（角館）

20 日（水） 神代就業改善センター

27 日（水） 田沢湖総合開発センター

※受診の際は、必ず保険証もご持参ください。

11 月の大腸がん検診日程

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

仙
北
市
で
は
、
毎
月
１
回
、
認
知
症
の
方
を
自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族
の

方
々
を
対
象
と
し
た
『
認
知
症
の
方
を
支
え
る
家
族
の
会
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
12
日
（
火
）

　

10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン

　

タ
ー　

2
階　

農
林
研
修
室

◆
内
容
／

①
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談　

②
悩
み
を
出
し
合
い
み
ん
な
で

　

共
に
考
え
ま
し
ょ
う

◆
対
象
／
認
知
症
の
方
を
介
護

　

し
て
い
る
家
族
と
本
人

◆
参
加
費
／
無
料

※
事
前
予
約
は
特
に
必
要
あ
り

　

ま
せ
ん
が
、
参
加
さ
れ
る
際
に
、

　

ご
不
明
な
点
や
ご
要
望
等
ご
ざ

　

い
ま
し
た
ら
、
事
前
に
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

※
こ
の
会
は
、
毎
月
１
回
実
施
し

　

て
い
ま
す
。
日
程
や
場
所
等
に

　

関
し
て
の
要
望
や
相
談
も
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
（
西
木
庁
舎
）

　

（
43
）
２
２
８
３

認知症の方に対し

ての接し方がわか

らない。

つい怒ってしまっ

た自分に後悔。

自分の生活や生き

がいは後回し。

1人で頑張りすぎ

ていませんか？

今や、65 歳以上

の7人に1人が認

知症だと言われて

います。

認知症の方を支える
家族の会とは…

認知症の人の介護を担

う家族どうしが集まり、

お互いに介護の体験を

話したり、情報交換の

場です。介護者の孤独

感の解消や精神的なケ

アを行う会です。

１１月は児童虐待防止推進月間です

児童虐待は社会全体で

解決すべき問題です

全国共通ダイヤル

０５７０－０６４－０００
児童相談所に電話がつながります。

※オレンジリボンには子ども虐待を防止するというメッセージ
が込められています

児童虐待防止講演会のお知らせ
                                        
　児童虐待防止推進月間にあたり、児童虐待問題に対す

る理解と関心を高め　児童虐待防止への意識啓発を図る

ための講演会を開催ます。

◎日時／ 12 月 1 日（日）13：00 ～ 15：00

◎場所／角館樺細工伝承館 

◎主催／仙北市

◎参加対象／一般市民、児童生徒を持つ保護者、仙北市

　要保護児童対策地域協議会構成機関関係者

◎講師／越谷心理支援センター　所長　秋山邦久　氏

【プロフィール】

大阪市立大学大学院博士前期課程修了、常磐大学大学院

心理臨床センター准教授、越谷心理支援センター所長、

臨床心理士、仙北市スクールカウンセラー、秋田県の心

理判定員として 16 年間勤務（児童相談所・県警等）

◎テーマ／「家族支援の理念とその具体的実践」

　　　　　　～今、地域でできること～

◎参加費／無料

◎申込方法／電話かファックスで申し込みください。

※車でお越しの方は、桜並木駐車場をご利用ください。

◎申込・問合せ／仙北市子育て推進課

　 43-2280　FAX 47-2116

さしのべた　その手がこどもの　命綱

１１月は DV 防止月間です

　夫や恋人など、親密な関係にある人からの暴力、いわ

ゆる「ドメスティックバイオレンス」は、犯罪であり重

大な人権被害です。夫や恋人からの暴力でお困りの方は、

1 人で悩まずにご覧の相談窓口へお電話ください。

◎相談窓口・問合せ／仙北市社会福祉課　福祉政策係

　 43-2288

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　法務省と全国人権養護委員会では、依然として数多く

発生している夫やパートナーからの暴力やストーカーな

どの女性をめぐる様々な人権問題の解決を図るための取

組を強化することを目的として、下記のとおり全国一斉

「女性の人権ホットライン」強化週間を実施します。

　　専用相談☎【女性の人権ホットライン】

０５７０－０７０－８１０

◎日時／

　・11 月 18 日（月）～ 22 日（金）8：30 ～ 19：00

　・11 月 23 日（土）～ 24 日（日）10：00 ～ 17：00

◎相談担当者／人権擁護委員および法務局職員

◎相談は無料で、秘密は厳守されます。

◎問合せ／秋田地方法務局人権擁護課　 018-862-3911

法務局夕方なんでも相談所

　秋田地方法務局大曲支局では、日中お忙しい方のため

に、平日の夕方に「法務局夕方なんでも相談所」を開設

します。お気軽にご利用ください。

◎日時／ 11 月 14 日（木）17：00 ～ 19：00（18：45 受付終了）

◎場所／秋田地方法務局大曲支局（大仙市大曲住吉町 1-45）

◎相談員／法務局職員

◎相談方法／面接相談と電話相談を行います。事前予約

は必要ありません。相談無料。秘密厳守。

◎相談受付・問合せ／秋田地方法務局大曲支局総務課

　 0187-63-2100

DV で悩んでいる女性の相談窓口

　【 DV ホットライン】

０１２０－７８３－２５１
　【女性ダイヤル相談】

０１８－８３５－９０５２

認
知
症
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